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研究成果の概要（和文）：本研究は、中央集権改革が進む18世紀のハンガリー王国にて「ツィガーニと呼ばれた
人々」(以下「ツィガーニ」)に対して展開された統制や法的・社会的「同化」を意図した諸政策の遂行実態を検
討し、従来対立が強調されがちな当該期中央・地方関係の一端を、協働や調整の側面も踏まえて再構成すること
を目指した。Covid-19の世界的流行の前後にハンガリーの文書館等で実施した資料調査の結果、当該テーマに関
する史料残存状況を把握しリスト化するとともに、その一部を入手し、それらを用いて、当時のハンガリー王国
北中部・北東部諸県を中心に、「ツィガーニ」に関する地方当局の意識や中央当局との意見交換の実態を確認し
た。

研究成果の概要（英文）：This project aims to examine the various policies aimed at controlling and 
legally and socially "assimilating" the people called "Gypsy" in the Kingdom of Hungary in the 
period of centralized reforms of 18th century, and to reconstruct aspects of central-local relations
 during this period, in which their confrontations have traditionally tended to be emphasised, based
 on aspects of collaboration and coordination. As a result of research conducted in Hungarian 
archives and other institutions before and after the Covid-19 pandemic, I ascertained and listed the
 remaining archives concerning this project, and using some of them, I confirmed the attitudes of 
the local authorities and the actual exchange of views with the central authority on "Gypsies", 
particularly in the north-central and north-eastern provinces of the Kingdom of Hungary at the time.

研究分野：近世ヨーロッパ史

キーワード： 近世史　18世紀　ハンガリー　ロマ／「ジプシ―」　中央・地方関係　マイノリティ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
18世紀ハンガリー王国の「ツィガーニ」に関する研究は、先行研究が地方史料の分析を中心に蓄積されてきた
が、中央行政府ハンガリー総督府の史料の調査や活用は十分ではなかった。本研究は、『ハンガリー総督府文書
群』所蔵の関連文書の調査を通じ、当該集団をめぐる政策決定者・各実施者の認識の地域差や両者の調整の局面
を提示し、中央主導の「ツィガーニ」政策作成・遂行における中央・地方間の関係の一端を解明した点に学術的
意義がある。
また、近・現代に構築された前提とともに語られがちな周縁的集団の歴史に前近代の同時代史料を起点に取り組
んでいる点で、「歴史の中のマイノリティ」を研究するための方法的議論にも接続できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 ロマ／「ジプシー」(※)の歴史研究は、近・現代におけるロマへの差別・迫害、民族運動の高
まりなどを背景として、ナチスによる迫害等、20 世紀の事象が主な研究対象となる傾向にあっ
た。その一方で、前近代（19 世紀以前）を対象とする歴史学研究では、長く断片的情報を基に各
時代のジプシーを叙述する傾向にあった。だが近年、ロマ人口の多い中東欧地域などでは、前近
代についても史料調査が進み、実証研究が積み重ねられてきた。 
（※：現代においては「ロマ」と歴史的に「ジプシー」と呼ばれてきた人々は一般的に同一視さ
れ、後者の呼称は蔑称として使用が避けられる傾向にもある。しかし、本研究では、前近代にお
いて「ジプシー」という言葉が、現代的な意味での民族としての「ロマ」以外の人々をも含みう
る概念として史料制作者らによって使用されていたという歴史的・社会的文脈を考慮して、両者
を区別するとともに、限定的な歴史的概念として「ジプシー」やそれに類する呼称を用いている。
本研究の対象は「ハンガリーにおいてジプシーと呼ばれた人々」(以下、「ツィガーニ」)である。） 
中東欧地域に属するハンガリーでは、前近代についても、特に、18 世紀を中心に史料刊行や
研究の蓄積が存在する。この時期はハプスブルク家の下、ハンガリー王国において中央集権的改
革が進展した時期にあたり、「ツィガーニ」に対しても国家規模の包括的な統制政策が登場した。
中央行政機関ハンガリー総督府（以下、総督府）は 1760 年代以降、周縁的社会集団であった「ツ
ィガーニ」のうち、王国内を無許可で放浪する人々を処罰する一方、従来行商や鍛冶仕事を理由
に地域権力から移動許可を得てきた人々を登録・定住させ、農民や職人に「同化」させる措置を
進めた。一連の政策は 1780 年代のヨーゼフ 2世治世にピークを迎えたが、その死（1790 年）に
際して撤回された。他方、県等の各地方当局では、1760 年代以前から「ツィガーニ」に対する独
自の関心や対応が存在したことも近年明らかになってきた（P. Nagy, A magyarországi cigányok 
története a rendi társadalom korában, Kaposvár, 1998）。ハンガリー史研究では、従来この
時期の改革によって従来の特権を縮小された県等の地方当局やその担い手である貴族身分と王
権との対立が従来強調されてきたが、両者が政策実行において協力者でもある点にも近年注目
が集まっている。しかし、当該期「ツィガーニ」政策の研究では、地域単位の研究と、中央レベ
ルの法制度の分析は、接続を書いたまま展開する傾向にあり、「ツィガーニ」をめぐる中央・地
方間のやり取りに関してはほとんど注目されてこなかった。 
報国者は、博士論文において、地域レベルの「ツィガーニ」の在り方が 18 世紀を通じてどの
ように変化したのかを探求する中で、ハンガリー国立文書館の『ハンガリー総督府文書群』に収
められた『ツィガーニ局文書群』に上記問題を追及し得る史料が存在していることを認識し、本
研究を着想した。 
 
 
２．研究の目的 
以上を踏まえ本研究は、18 世紀ハンガリー王国において中央と地方の両当局がいかなる相互
作用の下で王国規模の「ツィガーニ政策」を遂行したか、を問うものであり、主に 18 世紀後半
に総督府・地方当局間で「ツィガーニ政策」に関して交わされた文書の分析を通じて、両者によ
る「協働」や「調整」のあり方を解明することを目的としていた。 
  
 
３．研究の方法 
 上述の目的達成のために、本研究は、主にハンガリー史研究および「ツィガーニ」研究関連文
献のサーベイ、及び従来の研究ではほとんど利用されてこなかったハンガリー国立文書館『総督
部文書群』セクションの「ツィガーニ政策」関連文書(『ツィガーニ局文書群』など)の調査(残
存状況の把握、リスト化)並びに入手史料の読解、分析を中心に進められた。そのために、採択
期間中、2020 年と 2022 年の 2度にわたりハンガリーに渡航し、数週間から 1か月の滞在期間中
に現地文書館・図書館等で調査を行った。 
これらの文献・史料の検討を通じて、具体的には、研究史上未解明の以下の諸点に光を当てる
ことが目指された。 
・従来トップダウンで決定されたと考えられてきたマリア・テレジア期(1740～1780 年)の「ツ
ィガーニ」関連総督府令の作成に、地方側が何らかの影響を及ぼしたか。 
・王国諸県から定期的に総督府に送付された、各県で生活する「ツィガーニ」のデータ(「ジプ
シー調査簿」)は、政策遂行過程においてどのような形で利用されたのか。 
・各県への聞き取りに基づいて作成されたことが知られる当時最も詳細な「ツィガーニ」関連政
策政令である 1783 年 10 月 9 日付の総督府令の準備段階において、各県は「ツィガーニ」に対し
ていかなる認識を表明し、それを総督府側はどのように扱ったのか。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、地域的事例を主な対象としてきた従来の 18 世紀「ツィガーニ」史研究と異なり、



中央・地方間の相互関係に着目して当時の「ツィガーニ政策」の展開を検討するものであった。
その成果として以下の点は指摘できる。 
 
 まず、史料調査の面では、『ハンガリー総督府文書群』、とりわけ『ツィガーニ局文書群』(MNL 
OL C56)、『混合文書群』(MNL OL C42)、『報告文書群』(MNL OL C43)を調査し、その中に、18世
紀の前半から、1780 年代までの「ツィガーニ」関連文書が分散的に保管されていることを確認
した。後者 2つの文書群は調査を進める中で関連文書を含むことを新たに確認したものである。 
これらの調査に基づき、現存史料の分量や性質を把握するとともに、資料の目録を独自に作成
し、地方レベルの行政当局(県)ごとの総督府とのやり取りの多寡などの残存史料の傾向を確認
した。例えば、やり取りの頻度という点においては、ペシュト県やポジョニ県など、当時ハンガ
リー王国の中央行政機関が設置されていた県の当局とのやり取りが突出して多く、それに次い
でその近隣地域にあたる大平原や上部ハンガリー(現在のスロヴァキア)の諸県及び行政管区と
総督府とのやり取りが多く残されていることが確認された。逆に 1780 年代に入って本格的にハ
ンガリー総督府の管轄範囲に編入されたバナトやクロアチア、スラヴォニアなどの南部諸県と
総督府とのやり取りの頻度は低い傾向にあることも確認できた。ただし、このようなやり取りの
頻度だけで、当該県における「ツィガーニ」の存在感の有無や県当局の「ツィガーニ」をめぐる
政策実施への積極性の有無を一概に図ることは難しい。総督府とのやり取りの回数が多い県で
あっても、その都度の書簡の内容として定型的で短いものがほとんどを占める場合もあれば、例
えば、バナトのクラッショー県などのように、全体の残存数は多くない県の中にも、情報量を多
く含んだ数 10 ページにわたる報告書を送る事例は見られた。そのため、当然のことながら、当
時の「ツィガーニ政策」に関わる中央・地方関係を解明するためには、諸県が総督府に提出した
文書を個別に読み込み、両権力が「ツィガーニ」をめぐっていかなるやり取りを展開していたの
かを具体的に整理し、諸地域と総督府の間で展開した「ツィガーニ」をめぐるの政策遂行の実態
を明らかにすることが必要であることを改めて実感することができた。 
 一方で史料の残存量が膨大合ったことから、限られた現地滞在期間及び予算の関係上、そのす
べてを網羅的に入手することは叶わなかったため、史料群全体の入手については今後の課題と
し、入手できた史料の一部の分析を通じて、研究を遂行した。とりわけ、報告者がこれまでの研
究でもフィールドとしていることから土地勘が存在する県北中部最東端に位置するボルショド
県を中心にハンガリー北東地域の所見に関する史料をさしあたりの分析対象とした。 
その結果、本研究に直接的、または間接的に関わる業績として論文、研究報告、共著への寄稿
をそれぞれ複数点発表した。 
 以下主要な業績に絞って、その成果を概観すると、『東欧史研究』第 42 号(2020 年)に発表し
た論文「18 世紀ハンガリー王国における「ツィガーニ問題」と中央・地方統治権力―ボルショ
ド県関連文書の分析から―」は、総督府令およびボルショド県の条例、及び統治権力間の書簡に
おける「ツィガーニ」に対する認識や対応を検討し、「ツィガーニ」に対する問題意識や統制方
法の中央と地方の間でのズレが 18 世紀初頭から 1780 年代まで、一定程度変化しつつも維持さ
れていたことを確認するとともに、その一方で、王国北東部の諸県が 1750 年代以降行っていた
「ツィガーニ」取り締まりに関する方針の共有や見解のすり合わせの内実を明らかにし、また、
また、ボルショド県から総督府に送られた「ツィガーニ」の規制を求める書簡から、1760 年代
の総督府令が県側の要請をも受けて作成された可能性も指摘した。加えて、少なくともボルショ
ド県と総督府との間では遅くとも 1770 年代後半から 80 年代にかけて、県の報告書提出とその
情報を受けた総督府からの対応指示を通じて、両者のズレを調整しつつ政策を遂行するサイク
ルが成立していたことを明示した。また、ボルショド県の都市ミシュを対象として、都市内の「ツ
ィガーニ」の居住地の変化を検討した研究報告「18 世紀の市場町と「ツィガーニ」―市場町ミ
シュコルツにおけるその居住状況―」(2019 年)及び論文「18 世紀ハンガリーにおける「ツィガ
ーニ」の「隔離」―市場町ミシュコルツの居住空間を例として―」(2020 年)においては、王国規
模の政策が、都市というローカルなレベルでの「ツィガーニ」の居住の在り方にも影響を与えた
可能性を指摘した。また、論文「18 世紀前半のハンガリー王国における「ツィガーニ」鍛冶師
と地域社会 : ミシュコルツにおける活動制限条例(1740 年)の歴史的背景」は、全国規模の「ツ
ィガーニ」関連政策が本格化する以前の 18 世紀において、ローカルなレベルで実施されていた
「ツィガーニ」への規制の内容とその背景を、地域社会の状況のみならず、より広範な 17 世紀
末から 18 世紀前半にかけてのハンガリー王国の状況の推移も視野に入れつつ考察したものであ
る。また、研究報告「18世紀後半のハンガリー王国における「ツィガーニ」をめぐる中央・地方
間コミュニケーション―1783 年総督府令作成過程における王国北東部諸県からの「意見書」を
中心に―」(2023 年)は、現ウクライナ、ザカルパチア地方にあたるハンガリー王国北東端諸県
(マーラマロシュ県、ウゴチャ県、ウング県)が 1782‐83 年に中央行政府ハンガリー総督府に送
付した「意見書」の内容を検討し、各県が有する「ツィガーニ」に対する「問題意識」やそれぞ
れが想定するその「解決方法」の多様性を確認するとともに、全県から集められた「意見書」を
参考にして作成された 1783 年 10 月 9日付の「ツィガーニ」関連総督府令の条文のうち、「ツィ
ガーニ」の結婚に関するものの一部に、上記ウング県の意見書の内容が反映されている可能性を
指摘した。今後、王国北東部のその他の県などより多くの県の意見書の内容やそこに現れる「ツ
ィガーニ」観や「問題意識」も併せて検討したうえで、論文にまとめて発表する予定である。 
 



 本研究では、Covid-19 の世界的流行によって、本研究の根幹となる文書館での史料調査及び
史料入手を年度単位で中断せざるを得なかったため、当初の予定より長期間の研究遂行期間を
要することとなった。さらに言えば、調査を進める過程で、当初予想していた以上に、史料の残
存状況が膨大であることが確認され、本研究の射程と関わる史料の全体的収集や、入手できた史
料全体の質的分析を完了することは現時点までにはかなわなかった。それでも、入手できた資料
の内容の検討を通じて、政策決定者である総督府や、地域的に限定されるとはいえ政策実施者で
ある複数の県の「ツィガーニ」をめぐる認識の地域的多様性や両者の調整の局面を提示し、中央
主導の「ツィガーニ」政策作成・遂行における中央・地方間関係の一端を解明できた点に学術的
意義があると考えられる。本研究の問題関心に基づく研究は、未検討の史料の収集・分析などを
通じて今後も継続予定である。それに加えて、本研究の射程の問題点を指摘するとすれば、本研
究がハンガリー王国内での中央・地方関係に射程を限定した結果、当時のハンガリー王国が、ウ
ィーンを中心とするハプスブルク君主国という枠組みの一部であったことに十分なフォーカス
を当てることができていなかった点にある。そのため、ウィーン宮廷や他のハプスブルク領邦と
いうファクターも組み込んだうえで、当時のハンガリーの「ツィガーニ政策」を捉え直すことも、
今後の研究課題と言える。 
また、近・現代に構築された諸認識を前提としてそれ以前の歴史について語られがちな周縁的
集団(ここでは「ツィガーニ」、あるいはより広くロマ／「ジプシー」)の歴史に対し、前近代に
作成された史料を土台としてその時代の当該集団に関わる歴史的事実を探求するというアプロ
ーチを行っている点で、本研究の成果は「歴史の中のマイノリティ」を研究するための方法的議
論にも接続可能だと考えている。報告者は、本研究遂行過程でも、副次的な業績として、18 世
紀とは異なる時代をも対象にしつつ、現代的な常識、思い込みやステレオタイプと、歴史的事実
やそれへの解釈とを可能な限り切り分けつつ、それぞれの対象時期の状況に即してロマ、あるい
は「ジプシー」を論じる試みや、そのために参考となりうる議論の紹介を行ってきた(*)。また、
その中で「ロマ／「ジプシー」」の歴史の「論じ方／論じられ方」そのものについて、それぞれ
の語りが登場した時代的文脈にも配慮しながら、ハンガリーなどの特定の地域を対象に、より正
面から検討してみる必要を感じることもあった。このような問題系には、今後、また別のプロジ
ェクトを立ち上げ、本格的に取り組むこととしたい。 
 
(* そこには以下の業績が含まれる。ロシアによるウクライナ侵攻に直面したウクライナのロマ
の人々(旧ハンガリー王国地域ザカルパチア住民を含む)の状況を論じた小論文「『ウクライナ避
難民』としてのロマ」(共著『人文学を解き放つ』(2023)所収)、オーストリア系ハプスブルク君
主国の歴史の中の「ロマ／「ジプシー」」を解説した『ハプスブルク事典』(2023)所収の記事、
本研究の主要対象時期である 18 世紀と同じく、「同化的ツィガーニ政策」が展開されたことで知
られる 20 世紀後半の社会主義時代のハンガリーを対象とした研究報告「社会主義期ハンガリー
における「ジプシー政策」 ―1950 年代の位置づけ―」(2023 年)、そして、伝統的な歴史学の批
判的方法論を通じた過去への認識の外で展開されてきた、過去に関わる「通俗的な」知や歴史観
(その中には、従来歴史学の対象とされてこなかった「マイノリティの歴史(観)」も含まれる)を
「遺産」と位置づけ、その「遺産」の領域と歴史学とのかかわりについての研究を展開してきた
ハンガリーの歴史学者ションコイ・ガーボル氏の主要議論の解題及び同氏の論文の翻訳(『ヨー
ロッパ文化遺産研究の最前線』(2023 年)所収)。) 
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